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特別損失の発生及び中間期・通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

当社は、平成１８年９月中間期において、下記のとおり特別損失の発生と平成１８年５月２６日に
公表いたしました平成１９年３月期（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）中間期業績予想
並びに通期業績予想を修正いたしますので、併せてお知らせいたします。 
 
 

記 
 
 
１．特別損失の発生について 

ソリューション事業の受託案件において当初仕様からの変更等による納期遅れが発生し、今後の

営業展開等を総合的に勘案し遅延損害金３０百万円を支払い、その他保有有価証券の減損損失等

と併せ３８百万円の特別損失を計上することといたしました。 
当初受注からの状況変化に伴うスケジュール管理につきましては､今後、顧客とのすり合わせに

よる納期の取り決め・調整をより適正に行い、再発防止に努める考えであります。 
 
 
２．業績修正について 

 
（１）平成１９年３月期中間業績予想数値の修正（平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日） 

（単位：百万円，％）    

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 1,100 20 13 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 1,131 △11 △51 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 31 △31 △64 

増 減 率            （％） 2.9 - - 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 3 月期中間） 906 15 12 

 
 



 
（２）平成１９年３月期通期業績予想数値の修正（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

（単位：百万円，％）    

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 2,900 180 115 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 3,000 121 53 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 100 △59 △62 

増 減 率            （％） 3.4 △32.8 △53.9 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 3 月期） 2,222 154 151 

 
 
 
 

 （２）修正の理由 
     中間期業績予想につきましては､売上高は予想を若干上回りましたが、ソリューション事業の

一部特定案件における仕掛品の評価につき、顧客の計画変更による先行手配費用３６百万円を、

厳格に処理するため原価計上したことにより経常損益は損失計上となり、最終損益は上記１．に

記載いたしました特別損失の計上もあり、中間純損失となる見通しであります。 
     通期業績予想につきましては、営業部隊の増強により受注先も拡大しており、売上高は前年同

期実績に比べ大幅に増加することが予想され、当初予想に比べましても若干の増加が見込まれま

すが、損益面につきましては、競合他社との企業間競争の激化や当社事業体制強化のための費用

等の増加も見込まれることから、当中間期における前述の損失が発生したことと併せ、減額修正

するものであります。 
 
 

以 上     


